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■複数のネットショップとリアル店舗の運営を行っている店舗での在庫に関する様々な問題

■リアルタイムにPOSと複数のネットショップの在庫数を自動連動させる、 ｢EC POS LINK｣導入効果

在庫数の少ない商品の販売、
適切な発注、在庫の可視化により、
ショップの売上がUPします。

在庫調整で取られていた時間が、
新たなネットショップの開業に使
える事で事業の拡大が可能です。

在庫調整を行うための人員、
残業を減らせる事で、多大な
経費削減を実現できます。

【事業拡大】
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リアル店舗＆ネットショップの在庫数を自動連動・可視化！

時間も在庫も無駄がない効率のよいショップ運営を実現

【売上UP】 【経費削減】

● 1つのネットショップで商品が売れると、他のネットショップ・リアル店舗のPOSの在庫を減らす必要があります。

● リアル店舗で商品が売れると、全てのネットショップの在庫を減らす必要があります。

● 棚卸・仕入れ等、実在庫が変動すると、全てのネットショップの在庫を変えなければいけません。

● 在庫数が少ない商品を複数のネットショップで販売すると、在庫切れ商品に注文が入りトラブルになる事があります。

● ネットショップは365日運営しているので、休日でも在庫を気にかけなければいけません。

● 在庫の把握が煩雑なので、発注のタイミングを逃す事があります。



例）ネットショップの楽天市場で商品が売れると、店舗のBCPOSと各ネッショップ
の在庫数を自動調整します。

例）ネットショップで商品が売れると､EC POS LINK経
由で店舗のBCPOS販売画面に､｢ECサイトで販売された
データがありますレジ画面でF11を押して処理を行って
ください｣と通知がきます。各ネットショップ単位で、
売上管理を行っているので､リアル店舗のPOSでは､在庫
を移動処理します。
※お店の運用に合わせた処理を行ってください。

例）ハンディーターミナルで棚卸を行い、棚卸データを転送、BCPOSで理論在庫
と実在庫の調整を行い、各ネットショップの実在庫数を自動で調整

例）店舗のBCPOSで仕入れをすると、各ネットショップの在庫数を自動で調整

例）店舗のBCPOSで商品を販売すると、各ネットショップの在庫数を自動調整
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在庫数連動イメージ



対応自社サイト（ショッピングカート）対応ショッピングモール

サイト
楽天市場・yahooｼｮｯﾋﾟﾝｸﾞ

amazon
自社サイト

（対応ショッピングカート）

１サイトにつき ¥40,000- ¥50,000-

サーバ初期設定費用

料金１店舗 ¥40,000-

BCPOS初期設定費用

月額利用料金

保守・サポート 平日10：00-18：00（メール・電話対応） 無料

バージョンアップ EC POS LINK機能バージョンアップ 無料

保守・サポート

申込書の記入
↓
EC POS LINK導入前必要情報確認書の作成・提出
↓
専用パソコンへEC POS LINKのインストール
↓
ASPサーバに各モール・自社サイトのアカウントの設定/ID・PWの発行
↓
BCPOSとEC POS LINK専用パソコンのネットワーク（LAN)設定
↓
各モール（yahoo・楽天等）で、商品コードが違う場合には、商品コードを統一
↓
楽天等から、商品・在庫データCSVファイルのダウンロード
↓
EC POS LINKへ商品・在庫データCSVファイルのインポート（インポートされ
た商品・在庫データが、EC POS LINKの商品IDとなります）
↓
（BCPOSの商品データ）と（EC POS LINKの商品ID＝楽天等から、インポート
した商品・在庫データ）のマッピング（付合せ）作業
↓
EC POS LINKへBCPOS在庫データを取り込む（在庫数の調整）
↓
EC POS LINKが各サイトの在庫を自動調整

お客様のスキルによりますが、ご注文から運用開始まで、約1ヶ月ほど。

EC-POSリンク注意点

*EC-POSリンクは、専用のパソコンが1台必要です。
*IEのポップアップブロックを解除する必要があります。
*スクリーンセイバーをOFFにする必要があります。
*ECPOSLINKの商品詳細画面は、あくまでもECPOSLINKの管理用なので、各モー
ル（yahoo楽天等に商品メモ等を詳細に記入しても反映されることはありません。
*各モール（yahoo・楽天等）で、商品コードが違う場合には、まず商品コードを統一
する必要がある。（楽天に統一することで、EC POS LINKの商品マスタの作成が軽
減される。）
*楽天以外の商品・在庫データをEC POS LINKの商品マスタにするには、別途CSV
形式で１点づつ商品マスタを作成する必要がある。

料金（１ヶ月辺り） ¥10,000- ¥20,000- ¥30,000- 個別見積もり

受注 /
商品点数

～3,000 /
～4,000以内

～4,000 /
～5,000以内

～5,000 /
～6,000以内

6,000～ /
7,000以上

受注点数とは、各サイトでの1ヶ月の合計注文数、１注文で同商品複数個の注文数は含
みません。例）一人のお客様がテニスボール5個、ゴルフボール3個の注文をした場合の
受注件数は2件になります。商品点数とは、ECPOSLINKで管理する商品マスタ数です。
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導入の流れ

他



ランキングTOP30
期間指定、総合計、各モール別、カテゴリ別（カテゴリ/中カテ
ゴリ/小カテゴリ/メーカー/商品）別で、売上金額が良い商品
のベスト30を抽出して、Excelfileにして作成します。

メニューバー ➀

カテゴリ別売上集計
月間・年間、カテゴリ、中カテゴリ、小カテゴリ、店舗、メーカ、色、サイズを組
み合わせて、売上集計を抽出して、Excelfileにして作成します。
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画面見本１



メニューバー ②

ピッキングリスト
期間指定、総合計、各モール別で、WEB注文入った商品のピッキングリスト
を作成しますので、発送の再に役立ちます。

商品詳細画面の、この赤枠内に記入した詳細情報は、EC POS LINKで商品を
わかりやすく管理する為のものであり、入力した情報は、各モールやサイトに反
映される事はありません。

商品詳細画面

EC POS LINKで入荷実績・出品中のモール確認・返品・取置き処理等を確認
できる画面
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画面見本２



【機能一覧】

◇モール（楽天・ヤフー・DeNAアマゾン標準）＋独自ドメインショップ（makeshop、ショップサーブ、ゼンカートプロ）在庫自動更新機能
各ネットショップの受注メールを取り込み、在庫更新CSVファイルを作成し、在庫数をリアルタイムに更新します。

◇キャンセルメール取り込み機能
返品、キャンセル時に各ネットショップら送信されるキャンセルメールを取り込み在庫数を自動で更新。

◇マスター自動作成機能（楽天のみ対応）
楽天のデーターをシステムに取り込むことによりマスターを作成します。

◇在庫一括更新機能
システム上から各モールの在庫をCSVで一括更新することができます。

◇受注一覧表示
各モールからの受注メールを一覧表示させることが可能です。

◇アラート機能
サイト同士で同時に売り切れた場合、在庫が0になった商品をメールにて通知。また設定値の在庫数を下まるとメールにて通知してくれます。

◇商品ID取り込みエラーチェック機能
商品データを取り込む際に商品IDが間違っていた場合、間違っている商品だけを取り込まずに、エラー商品一覧を出力します。

◇商品データ（及びマスター）自動取込機能（※近日機能追加）
在庫数連動の為に必要な各サイトのデータを一定時間（又は指定時刻）に自動で取り込みにいきます。

◇在庫更新リトライ機能
通信障害などでショップの在庫更新が失敗したときにリトライします。（デフォルトでは３回リトライします。）

◇在庫分析機能
全項目、カテゴリー、仕入先、メーカー別など在庫一覧を出力することが可能です。

◇売上分析機能
グロス、店舗、カテゴリー、仕入先、メーカー別など売上一覧を出力することが可能です。
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機能一覧


